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材料構造実験A
（光弾性実験）

実験内容

感度検定

• 試験体に図のように荷重Pを加えて縞一本
あたりの応力度βを調べる。
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• 縞の数え方
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中心の縞を0次の縞として、外側に縞が増えていきます。

n次の縞はaとbの比から求めます。
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• 応力度βの求め方
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事前に部材の長さ（ L,a,b,h ）を測っておきましょう。
荷重P=12.5[N],25[N]を掛けて、それぞれの縞次数n
を数えます。

• 部材の断面係数

• 純曲げの曲げモーメント
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• n次の縞の縁応力度

• 縞1次当たりの応力度βは
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• 純曲げの曲げモーメントとは・・・

P P

M図

aa

L
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Q図
モーメントが一定

せん断力が0

aa

門型フレームの応力度測定

• 門型フレームの試験体に荷重Pを加えて柱
や梁の縁応力度を測定し、M図、Q図を完
成させる。 P成 。 P

• 縁応力度を求めるためには、まず0次の縞
を探す必要があります。

P=25[N]

0次の縞とは？
0次の縞とは 縁応力度0次の縞とは、縁応力度σB
が0、つまり曲げモーメント
が0になる点のことです。

モーメント図の形がヒントに
なります。

突然ですが突然ですが・・・・

問題です！！問題です！！

• この図のM図はどのようになるでしょう。

P

これらがモーメント0となる点です。
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• 0次の縞を見つけることができたら、次は縁の縞
次数mを読み、感度検定で求めたβを乗じて縁応
力度σBを求めます。

P

この写真では●の位置が
0次の縞になります。

• 縞次数mの読み方
P

012m
この部分の
縞は読まない

柱の中立線上を
m次の縞とする

P

例えば、1次の縞の大きさを1cm、2次の縞の大きさを2cmとし、
0次の縞からそれらを結ぶようにして線を延ばしていけば縞
次数mの大きさを知ることが出来ます。
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m P
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m

下側も同じようにして次数mの大きさを求めたら、感度検定で
求めたβを乗じて縁応力度σBを計算します。

123
m

• 後は、それぞれの縁応力度の平均値から曲
げモーメントMを求めてください。

• 柱も同じやり方で求めます。
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レポート
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• 実験値と理論値の比較

曲げモーメントの変化からせん断力Qを求めて

M図、Q図を完成させてください。

また、門型フレームのM図、Q図を計算から理論

的に求め、実験値と比較してください。
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